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事例報告

１）大阪体育大学　体育学部　２）天童スイミングスクール　３）西南学院大学　人間科学部

Ⅰ．緒言
中学校・高等学校の保健体育の教職課程を

設置する大学において水泳の科目は必須であ

る．そのため教員養成を教育の目標とする体

育大学では水泳の授業は必修授業である場合

が多い．山中ら １）の報告では，体育・スポー

ツを専門とする学生を対象に開講される体育

授業において，学習内容として近代4泳法（ク

ロール，背泳ぎ，平泳ぎ，バタフライ）の習

得がほぼ8割の授業で取り扱われていること

が報告されている．このことは高等学校およ

び中学校の学習指導要領 2） 3）において近代泳

法の習得が中核的な学習内容としていること，

各都道府県における教員採用試験の実技科目

に近代4泳法を採用していることが理由であ

ると考えられる．

一般的に運動が得意とされる体育・スポー

ツを専門とする学生においても水泳に苦手意

識を持つ学生は多い．この理由として，水泳

は水の特性である「浮力」，「抵抗力」，「水圧」

を用いた運動であり，特殊な運動環境の下で

行う運動であること．さらに，体育・スポー

ツを専門とする学生は一般学生と比較して筋

量が多い場合が多く，水の特性である「浮力」

を得ることが難しいためだと考えられる．そ

のため，特に苦手意識を持つ学生においては

水泳の習得を阻害する要因となりかねない．

これらの苦手意識を取り除く手段の一つと

して「補助具」の活用が考えられる．一般的

に補助具といえばビート板やプルブイなどの
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浮力を得る道具をイメージするが，学校体育

実技指導資料集第4集 4）においては補助具の

活用が紹介されており，そのなかでも足ひれ

を用いた授業の展開例も紹介されている．こ

のように体育授業内で足ひれを活用すること

が紹介されている経緯もあり，近年では足ひ

れに着目した研究がいくつか行われている．

谷川ら 5）は25m泳げる小学生を対象に足ひれ

を用いた指導前後の泳パフォーマンスを比較

した結果，１ストローク当たりの所要時間を

示すストロークタイムが減少し，ゆったりと

した泳ぎに変化することを報告している．ま

た，古川ら 6）は25m泳げる大学生7名を対象

に足ひれを用いた練習がバタ足動作に与える

影響について検討し，足ひれを用いることで

水泳未熟練者のバタ足動作が，よりしなやか

な動きになったことを報告している．これら

の報告を踏まえると，足ひれを用いることで

バタ足動作に改善が見られ，水泳の伏浮き姿

勢がとりやすくなると考えられる．しかしな

がら，これらの報告は泳げない学生および生

徒を対象者としていない．さらに，鎌田ら 7）

は，大学生62名を対象に足ひれ着用の前後に

よる泳記録の変化について検討しており，即

時的な足ひれ活用前後の泳タイムを比較した

ものでありながらも，特に泳力の低い対象者

に対して泳タイムの向上が見られることを報

告している．しかしながら，具体的にどの程

度泳力が向上したかは明らかではない．また，

これらの研究では様々な形状の「足ひれ 5）～ 7）」

が用いられている．近年では競泳での泳技術

向上に特化した足ひれが開発されている．従

来の足ひれはブレードを長くすることでゆっ

たりとしたキック動作で大きな推進力を得る

ように考えられているのに対して，競泳用の

足ひれはブレードが短いため，通常と同じよ

うなキック動作で大きな推進力を得られるよ

うに考えられている．そのため，競泳用の足

ひれを用いることでさらに泳力を高める可能

性も考えられる．

そこで体育・スポーツを専門とする大学生

の水泳授業を対象に，競泳用足ひれを用いた

指導介入の有無が，泳力に与える影響を検討

することとした．本報告において足ひれを用

いた授業は，足ひれを用いない授業よりも泳

力を高めるという仮説を立て，授業を用いて

調査を行った．

Ⅱ．方法
1．対象者

本研究の対象者は，O体育大学で2019年度

に開講された「水泳Ⅰ（必修科目，2単位）」

を受講した1年生男子94名であった．開講さ

れた時間においてそれぞれ介入群46名，統制

群48名に分類した．なお，調査前に本調査の

概要を口頭および書面にて説明を行い，書面

にて同意を得られた者のみ，調査を行った．

また，調査参加の有無は授業評価に一切影響

を及ぼさないことも併せて説明した．
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2．調査内容

調査内容は50mクロール泳および25m背泳

ぎの泳タイムを調査した．また，それぞれの

泳法において指定された距離が完泳出来な

かった場合には，到達距離（泳距離）を調査

した．

3．実験手順

調査対象となった授業の内容を表1に示し

た．授業5時限目に介入前の泳力調査を行っ

た．その後，9回の授業を行った．本調査で

用いた足ひれはDME ELITE（DMC FINS 

USA）を用いた（図１）．足ひれを用いた授

業3回を除いて介入群，統制群共に同じ授業

内容とした．また，泳距離の増減による影響

を除くために，足ひれを用いた介入授業内に

おいても，統制群と同様の泳距離とした．

 
図 1 競泳用足ひれの形状（DMC FINS USA） 

  図１　競泳用足ひれの形状（DMC FINS USA）

表１　介入群および統制群の授業内容

表１ 介入群および統制群の授業内容 
 

 

介入群 統制群
1限目
2限目
3限目
4限目
5限目
6限目
7限目 クロール②（足ひれ） クロール②
8限目
9限目

10限目 背泳ぎ②（足ひれ） 背泳ぎ②
11限目
12限目
13限目
14限目 クロールおよび背泳ぎ（足ひれ） クロールおよび背泳ぎ
15限目 Post　測定

クロール③
背泳ぎ①

背泳ぎ③
ターン動作

スタート動作

クロール①

ガイダンス
水慣れ
導入①
導入②

Pre 測定
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4．統計処理

本調査において，研究への参加への同意が

得られなかった対象者，測定に参加できなかっ

た対象者および水泳を専門とする対象者を除

いて検討を行った．よって分析対象は介入群

42名，統制群は39名となった．また，泳力を

泳タイムで比較するため，Pre測定において

50mクロール泳および25m背泳ぎを完泳出来

なかったものは除き，比較することとした．

その結果，介入群は38名，統制群は35名と

なり，完泳出来なかったものは両群それぞれ

4名となった．

両群の泳タイムを比較するために平均値お

よび標準偏差を算出した．なお，各測定値の

正規性の検定には，Shapiro-Wilk 検定を用

い，正規性の確認をした．その結果，介入群

におけるPre測定の背泳ぎ泳タイムにおいて

正規性が確認できなかった．介入群と統制群

の授業前の泳タイムを比較するためにクロー

ル泳の泳タイムの比較には独立2群の t 検定，

正規性の確認できなかった背泳ぎの泳タイム

の比較にはマン・ホイットニーのU検定を用

いた．また，授業前後の泳タイムを比較する

ために，対応のある t 検定を用いた．さらに，

正規性が確認できなかった背泳ぎの介入群比

較には，Wilcoxonの符号付検定を用いた．有

意水準は，いずれもp < 0.05とした．また，

完泳出来なかった各群の4名においては個人

間で比較することとした．

表 2 介入群における受講前後のクロール泳・背泳ぎの泳タイム（n = 38） 

 
 
  

Pre Post p
50ｍクロール泳タイム (s) 38.4±4.7 37.5±4.6 0.003*

25m背泳ぎタイム (s) 25.7±6.8 23.4±3.6 0.002*
* p < .05

表2　介入群における受講前後のクロール泳・背泳ぎの泳タイム（n = 38）

表 3 統制群における受講前後のクロール泳・背泳ぎの泳タイム(n = 35) 

 
 

  

Pre Post p
50ｍクロール泳タイム(s) 37.9±4.4 37.9±4.2 0.937*
25m背泳ぎタイム(s) 25.7±5.0 23.8±3.5 0.003*

* p < .05

表3　統制群における受講前後のクロール泳・背泳ぎの泳タイム (n = 35)
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Ⅲ．結果
介入群と統制群の授業前の泳タイムにおい

て有意な差は認められなかった．また，クロー

ル泳タイムにおいて介入群（p = 0.03）のみ有

意に泳タイムが短縮していた（表2，3）．さ

らに，背泳ぎ泳タイムにおいては介入群（p = 

0.02）および統制群（p = 0.03）共に有意に短

縮していた（表2，3）．

個人間比較では介入群4名においては介入

後すべての対象者が50mクロークおよび25m

背泳ぎを完泳していた（表4）．一方で統制群

は介入後も4名中2名が50mクロールを完泳

することができず，1名が25m背泳ぎを完泳

することができなかった（表5）．

表 4 介入群における未完泳者の受講前後の泳力変化（n = 4） 

 

  

Pre Post Pre Post
A 45 ｍ 54.6 s 39.7 s 30.2 s
B 45 ｍ 52.6 s 10 m 26.9 s
C 30 ｍ 44.1 s 38.8 s 31.3 s
D 40 ｍ 47.1 s 37.5 s 35.8 s

クロール泳 背泳ぎ

表4　介入群における未完泳者の受講前後の泳力変化（n = 4）

表 5 統制群における未完泳者の受講前後の泳力の変化（n = 4） 

 

Pre Post Pre Post
E 55.8 s 44.9 s 5 m 5 m
F 40 m 35 m 40.9 s 37.3 s
G 35 m 51.7 s 10 m 36.9 s
H 35 m 35 m 35.3 s 28.5 s

クロール泳 背泳ぎ

表5　統制群における未完泳者の受講前後の泳力の変化（n = 4）



104 大阪体育大学教育学研究　第7巻　2023年3月

Ⅳ．考察
本報告は足ひれを用いた授業は，足ひれを

用いない授業よりも泳力を高めるという仮説

を立て，体育・スポーツを専門とする大学生

の水泳授業を対象に，競泳用足ひれを用いた

指導介入を行い，介入前後の泳力を比較した．

結果，足ひれを用いた指導を行った介入群に

おいて，介入後にクロール泳および背泳ぎの

泳力が向上し（表2），統制群においては背泳

ぎのみ泳力が向上することが明らかとなった

（表3）．

谷川ら 5）の小学生を対象とした研究では

25m泳げる小学生を対象に足ひれを用いた指

導前後の25mクロール泳パフォーマンスを比

較した結果，泳速度の向上は認められなかっ

た．それに対して，本研究で泳タイムの向上

が見られたということは，古川ら 6）の報告と

同様に，足ひれを用いることでバタ足動作が

改善し，それによって水泳の伏浮き姿勢がと

りやすくなり，泳速度が高まった可能性を示

唆している．さらに，足ひれを用いることで

伏浮き姿勢がとりやすくなったため，クロー

ル時の呼吸動作の習得や技術向上につながっ

たことも推察される．また，介入群はすべて

の対象者が50m泳げるようになったのに対

し，統制群では2名が泳ぐことができなかっ

た．この結果は，泳げない学生に対しても足

ひれの泳技術改善効果があることを示唆して

おり，本研究の仮説である，泳げない学生に

おいても，足ひれを用いた授業は，足ひれを

用いない授業よりも泳力を高める事が明らか

となった．しかしながら，足ひれを用いるこ

とにより，どのような技術改善が行われてい

るかは本調査からは明らかにできないため，

今後バイオメカニクス的な調査や，対象者の

聞き取り調査などを行い，足ひれを用いた場

合に起こる泳力が向上するメカニズムを明ら

かにする必要があるだろう．

一方で背泳ぎにおいては介入群，統制群共

に有意に泳タイムが向上しており，クロール

泳とは異なる結果となった．背泳ぎはクロー

ル泳と比較して，呼吸が容易である 8）ため，

足ひれを用いずとも容易にストローク動作な

どの泳技術の向上に注力することが可能であ

り、その結果、泳タイムが向上したと考えら

れるが，本調査の結果からは、これらの因果

関係について明らかにすることはできない．

しかしながら，介入群はすべての対象者が25m

泳げるように変化しているのに対し（表4），

統制群では１名が泳ぐことができなかったこ

とから（表5），背泳ぎにおいても泳げない学

生に対して泳力向上のために足ひれを用いる

ことは有効であると推察される．

Ⅴ．研究の限界と指導現場への提言
本報告は体育・スポーツを専門とする大学

生の水泳授業を対象に，競泳用足ひれを用い

た指導介入がクロール泳の泳力を向上させる



105体育系大学水泳授業における足ひれの使用が泳力に与える影響 

ことを明らかとした．しかしながら，本報告で

はどのようなメカニズムで泳力を向上させた

かは明らかにすることはできなかった．また，

大学生と比較して筋力の低い小学生，中学生

に同様の効果が表れるかは明らかではない．

さらに本調査は，従来の足ひれと競泳用の

足ひれを比較した研究ではないため，競泳用

の足ひれの優位性を示すことはできない．競

泳用の足ひれは従来の足ひれよりもブレード

部分が短い．そのため，従来の足ひれは着用

した後にプールサイドやプールを歩くことが

難しいものの，競泳用の足ひれは歩くことが

容易であるため安全性を確保しやすい．さら

に，従来の足ひれはゴム製のため劣化が早い

のに対し，競泳用は弾性を求めるためにシリ

コン製であるため，ゴム製と比較して劣化し

づらい性質をもつ．これらの理由から，競泳

用の足ひれは学校などの教育現場での活用が

容易であると考えられる．これらの理由から，

学校などの教育現場におけるクロール泳の指

導において競泳用フィンを用いた指導を推奨

する．特に，呼吸動作を苦手とする生徒に対

して競泳用フィンを活用することで泳力の改

善が促進されると考えられる．

Ⅵ．結論
足ひれを用いた授業を実施することで特に

クロール泳において泳記録が向上することが

明らかとなった．
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